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巻
頭
言　

ス
ト
レ
ス
に
強
い
作
物
の
開
発
に
向
け
て

生
物
資
源
・
利
用
領
域
長　

末
永　

一
博

去
る
３
月
に
横
浜
で
開
催
さ
れ
た
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間

パ
ネ
ル
（
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
）
第
38
回
総
会
に
お
い
て
、
今
後
、
気
温
上

昇
に
伴
う
干
ば
つ
や
極
端
な
降
水
等
に
よ
り
、
食
料
安
全
保
障
が

脅
か
さ
れ
る
可
能
性
が
高
く
な
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
昨

年
９
月
に
発
表
さ
れ
た
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
の
評
価
報
告
書
に
よ
れ
ば
、
世

界
の
平
均
気
温
は
、
２
０
１
２
年
ま
で
の
約
１
３
０
年
間
で
０
・

85
℃
上
昇
し
、
さ
ら
に
２
１
０
０
年
ま
で
に
0.3
〜
4.8
℃
上
昇
す
る

と
予
測
し
て
い
ま
す
。
20
世
紀
半
ば
以
降
の
気
温
上
昇
は
、
主
に

二
酸
化
炭
素
に
代
表
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
等
の
人
為
的
な
要
因

に
よ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
地
球
温
暖
化
に
よ
り
、
中
高
緯

度
地
帯
は
年
平
均
降
水
量
が
増
加
、
亜
熱
帯
の
乾
燥
地
域
の
多
く

で
は
逆
に
減
少
す
る
可
能
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
実
際
、
干
ば

つ
や
洪
水
等
の
異
常
気
象
の
ニ
ュ
ー
ス
が
以
前
よ
り
頻
繁
に
聞
か

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
毎
年
、
世
界
の
各
地
で
干
ば
つ
に
よ

る
農
作
物
の
減
収
等
の
様
々
な
被
害
が
も
た
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
が
麺
用
コ
ム
ギ
の
多
く
を
依
存
し
て
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

で
は
、
２
０
０
６
／
０
７
年
に
大
規
模
な
干
ば
つ
が
起
こ
り
、
ま

た
、
２
０
１
０
年
の
ロ
シ
ア
の
大
干
ば
つ
で
は
、
コ
ム
ギ
の
禁
輸

措
置
が
と
ら
れ
、
大
き
な
衝
撃
が
走
り
ま
し
た
。
昨
年
の
米
国
と

南
米
の
干
ば
つ
は
記
憶
に
新
し
い
と
こ
ろ
で
す
。

作
物
の
安
定
生
産
を
脅
か
す
要
因
（
ス
ト
レ
ス
）
に
は
、
干
ば

つ
を
始
め
と
す
る
非
生
物
的
ス
ト
レ
ス
や
、
病
害
虫
等
の
生
物
的

ス
ト
レ
ス
が
あ
り
ま
す
。
非
生
物
的
ス
ト
レ
ス
で
は
、
塩
害
も
世

界
的
に
大
き
な
問
題
で
す
。
乾
燥
・
半
乾
燥
地
域
や
沿
岸
地
域
を

中
心
に
、
約
７
７
０
０
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
も
の
耕
地
が
塩
害
問
題
を

抱
え
、
灌
漑
農
地
に
限
る
と
、
そ
の
約
20
％
（
４
５
０
０
万
ヘ
ク

タ
ー
ル
）
が
塩
害
の
影
響
を
受
け
て
い
ま
す
（T

anji 2002

）。

将
来
的
に
塩
害
問
題
は
深
刻
化
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
他
に
、
世
界
中
に
極
め
て
広
く
分
布
し
て
い
る
リ
ン
酸

欠
乏
土
壌
へ
の
対
策
も
重
要
で
す
。
一
方
、
特
に
開
発
途
上
地
域

に
お
い
て
は
、
様
々
な
作
物
病
虫
害
も
解
決
す
べ
き
大
き
な
問
題

で
す
。
例
え
ば
、
２
０
０
１
年
以
降
南
米
で
甚
大
な
被
害
を
も
た

ら
し
た
ダ
イ
ズ
さ
び
病
に
対
し
、
現
在
、
ブ
ラ
ジ
ル
だ
け
で
そ
の

防
除
に
年
間
約
20
億
ド
ル
も
の
費
用
が
か
か
っ
て
い
ま
す
。ま
た
、

温
帯
か
ら
熱
帯
ま
で
す
べ
て
の
イ
ネ
に
被
害
を
も
た
ら
す
い
も
ち

病
も
重
大
病
害
の
１
つ
で
す
。

世
界
の
開
発
途
上
地
域
の
研
究
機
関
と
連
携
し
、
国
際
的
な
食

料
・
環
境
問
題
の
解
決
に
向
け
た
農
林
水
産
技
術
の
研
究
開
発
を

行
う
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
に
と
っ
て
、
作
物
の
安
定
生
産
を
脅
か
す

様
々
な
ス
ト
レ
ス
に
対
抗
す
る
こ
と
は
重
要
な
課
題
で
す
。
Ｊ
Ｉ

Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
で
は
、
開
発
途
上
地
域
の
作
物
の
安
定
的
な
生
産
を
確

保
・
維
持
す
る
一
つ
の
方
策
と
し
て
、
遺
伝
・
育
種
的
な
研
究
開

発
に
よ
る
解
決
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
ず
、
広
範
な
遺
伝
資
源

を
適
切
な
方
法
で
評
価
し
、
干
ば
つ
耐
性
や
病
害
抵
抗
性
等
を
持

つ
遺
伝
資
源
を
選
抜
し
ま
す
。
選
抜
し
た
遺
伝
資
源
の
持
つ
耐
性

や
抵
抗
性
を
遺
伝
的
に
解
析
し
て
、遺
伝
子
の
同
定
・
単
離
や
マ
ー

カ
ー
開
発
を
行
い
、
様
々
な
ス
ト
レ
ス
に
打
ち
勝
つ
強
い
品
種
開

発
の
た
め
の
基
礎
的
な
技
術
や
素
材
を
獲
得
し
ま
す
。
例
え
ば
、

最
も
深
刻
な
問
題
で
あ
る
干
ば
つ
に
対
し
て
は
、
約
20
年
に
渡
る

分
子
生
物
学
的
研
究
を
通
じ
て
、
様
々
な
耐
性
関
連
遺
伝
子
を
同

定
・
単
離
、
そ
の
機
能
を
解
明
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
塩
害
圃

場
や
リ
ン
酸
欠
乏
土
壌
に
対
応
す
る
た
め
、耐
性
遺
伝
子
の
同
定
、

そ
の
機
能
解
析
や
マ
ー
カ
ー
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
同
定
・
単

離
さ
れ
た
こ
れ
ら
の
遺
伝
子
は
色
々
な
作
物
に
導
入
し
、
高
度
耐

性
作
物
の
開
発
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
病
気
に
関
し
て
は
、
抵
抗

性
品
種
の
開
発
に
向
け
て
、病
原
性
の
変
異
に
関
す
る
情
報
収
集
・

解
析
を
行
う
と
同
時
に
、
イ
ネ
や
ダ
イ
ズ
等
の
作
物
に
、
こ
れ
ま

で
に
同
定
し
た
有
用
な
遺
伝
子
を
導
入
し
て
い
ま
す
。
遺
伝
資
源

の
選
抜
や
遺
伝
子
の
同
定
か
ら
品
種
開
発
ま
で
に
は
、
素
材
開
発

や
基
盤
技
術
開
発
の
期
間
を
含
め
る
と
、
相
当
な
年
月
を
要
す
る

た
め
、
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
た
研
究
開
発
の
継
続
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
イ
ネ
以
外
の
食
糧
の
多
く
を
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
日
本

に
と
っ
て
、
主
要
国
で
の
作
物
生
産
の
安
定
は
、
日
本
国
内
の
安

定
し
た
需
給
維
持
に
と
っ
て
も
、
非
常
に
重
要
で
す
。

干ばつにより枯死した草木（オーストラリア）　ＮＨＫCreative Library
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イ
ネ
い
も
ち
病
の
国
際
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究

熱
帯
・
島
嶼
研
究
拠
点　

福
田　

善
通

世
界
の
い
も
ち
病
研
究

い
も
ち
病
は
、
世
界
で
最
も
大
き
な
被
害

を
引
き
起
こ
す
イ
ネ
の
病
気
の
一
つ
で
す
。

日
本
に
お
い
て
は
研
究
が
積
み
重
ね
ら
れ
、

病
原
菌
の
判
別
手
法
、
抵
抗
性
遺
伝
子
の
同

定
・
利
用
、
同
質
遺
伝
子
系
統
（
サ
サ
ニ
シ

キ
や
コ
シ
ヒ
カ
リ
に
異
な
る
い
も
ち
病
遺
伝

子
を
一
つ
だ
け
導
入
し
た
系
統
群
）の
育
成
、

マ
ル
チ
ラ
イ
ン
（
複
数
個
の
同
質
遺
伝
子
系

統
を
混
種
栽
培
す
る
こ
と
に
よ
り
、
特
定
い

も
ち
病
菌
に
よ
る
被
害
を
回
避
す
る
栽
培
防

除
体
系
）
等
の
体
系
的
な
研
究
体
制
が
確
立

し
て
い
ま
す
。

し
か
し
開
発
途
上
地
域
の
多
く
で
は
、
い

も
ち
病
が
発
生
し
て
も
存
在
そ
の
も
の
が
認

識
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
他
の
病
気
と
比
べ
そ

の
管
理
や
評
価
が
難
し
い
こ
と
か
ら
、
研
究

そ
の
も
の
が
進
ん
で
い
な
い
の
が
現
状
で
す

が
、
標
高
の
高
い
陸
稲
地
帯
や
天
水
田
地
帯

で
は
重
要
な
問
題
で
あ
り
、
ま
た
低
地
の
灌

漑
水
田
地
帯
で
も
効
果
的
な
抵
抗
性
遺
伝
子

を
持
た
な
い
品
種
の
著
し
い
被
害
が
報
告
さ

れ
て
い
ま
す
。
農
薬
等
に
よ
る
防
除
が
難
し

い
開
発
途
上
地
域
で
は
、病
原
菌
レ
ー
ス（
品

種
に
よ
っ
て
病
原
性
を
異
に
す
る
菌
系
統
を

レ
ー
ス
と
言
う
）
を
特
定
し
た
う
え
で
効
果

の
あ
る
抵
抗
性
品
種
の
栽
培
が
最
も
経
済
的

で
有
効
な
手
段
と
な
り
ま
す
。

こ
の
た
め
に
は
、
抵
抗
性
遺
伝
子
を
個
々

に
も
つ
「
判
別
品
種
群
」
と
抵
抗
性
遺
伝
子

を
評
価
で
き
る
「
標
準
判
別
い
も
ち
病
菌
菌

系
群
」
か
ら
な
る
判
別
シ
ス
テ
ム
が
必
要
と

な
り
ま
す
。
つ
ま
り
病
原
性
を
評
価
す
る
た

め
に
は
、
判
別
品
種
群
に
い
も
ち
病
菌
を
接

種
し
て
そ
の
反
応
パ
タ
ー
ン
を
評
価
す
れ
ば

よ
い
の
で
す
が
、
日
本
で
用
い
ら
れ
た
判
別

品
種
群
は
そ
の
遺
伝
的
背
景
に
他
の
抵
抗
性

遺
伝
子
が
含
ま
れ
て
お
り
、
開
発
途
上
地
域

の
多
く
が
位
置
す
る
熱
帯
地
域
の
病
原
菌
の

反
応
を
正
確
に
評
価
す
る
こ
と
が
難
し
か
っ

た
た
め
熱
帯
地
域
で
は
、
判
別
シ
ス
テ
ム
が

開
発
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
す
。

Ｉ
Ｒ
Ｒ
Ｉ
と
の
共
同
研
究 

国
際
農
林
水
産
業
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｊ
Ｉ

Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
）
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
あ
る
国
際

稲
研
究
所
（
Ｉ
Ｒ
Ｒ
Ｉ
）
と
共
同
で
、
イ
ネ

い
も
ち
病
抵
抗
性
に
関
す
る
国
際
判
別
品
種

群
を
開
発
し
て
き
ま
し
た
。
こ
の
判
別
品
種

群
は
、
そ
の
他
の
抵
抗
性
遺
伝
子
の
影
響
を

な
く
す
た
め
に
中
国
の
在
来
品
種
で
日
本
型

の

感

受

性

品

種

で

あ

る

Lijiangxintuanheigu 

（
Ｌ
Ｔ
Ｈ
）
を
戻
し

交
配
し
、
Ｌ
Ｔ
Ｈ
の
遺
伝
的
背
景
に
対
象
と

な
る
抵
抗
性
遺
伝
子
を
導
入
し
た
１
遺
伝
子

系
統
群
や
準
同
質
遺
伝
子
系
統
群
で
す
。
こ

の
系
統
群
は
23
種
の
い
も
ち
病
抵
抗
性
遺
伝

子
を
対
象
に
構
成
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
判
別

品
種
群
の
ど
れ
よ
り
も
多
く
の
遺
伝
子
を
対

象
と
し
て
い
ま
す
。

判
別
品
種
群
を
も
と
に
し
た

国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究

Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
と
Ｉ
Ｒ
Ｒ
Ｉ
で
開
発
し
た

国
際
判
別
品
種
を
用
い
て
、
東
南
ア
ジ
ア
お

よ
び
南
ア
ジ
ア
の
国
立
研
究
機
関
や
大
学
と

共
同
し
て
、
各
国
の
い
も
ち
病
菌
菌
系
が
集

め
ら
れ
国
際
判
別
品
種
を
用
い
た
病
原
性
研

究
が
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究
と
し
て
進
め
ら

れ
て
い
ま
す(

図
１)

。

こ
の
病
原
性
研
究
で
は
、（
１
）
菌
系
の

病
原
性
判
定
法
、（
２
）
菌
レ
ー
ス
の
命
名

法(
図
２)

、
が
統
一
さ
れ
、
各
地
域
の
研
究

結
果
が
比
較
検
討
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、（
３
）
世
界
レ

ベ
ル
で
の
い
も
ち
病
菌
レ
ー
ス
の
分
布
や
多

様
性
程
度
の
把
握
、（
４
）
国
際
標
準
判
別

い
も
ち
病
菌
菌
系
セ
ッ
ト
な
ど
の
選
定
も
進

め
ら
れ
て
お
り
、
品
種
に
お
け
る
抵
抗
性
の

評
価
や
抵
抗
性
遺
伝
子
の
特
徴
づ
け
を
国
際

的
な
統
一
基
準
で
行
う
べ
く
準
備
が
進
め
ら

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
（
５
）
イ

ネ
遺
伝
資
源
の
抵
抗
性
の
遺
伝
的
変
異
の
解

明
、（
６
）
各
地
域
の
普
及
品
種
に
お
け
る

抵
抗
性
遺
伝
子
型
の
解
明
と
遺
伝
的
改
良
、

（
７
）
新
た
な
防
除
技
術
の
一
つ
と
し
て
期

待
さ
れ
る
イ
ン
ド
型
の
遺
伝
的
背
景
を
も
つ

マ
ル
チ
ラ
イ
ン
品
種
の
開
発
・
利
用
研
究
な

ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
判
別
シ
ス
テ
ム
を
も
と
に
し
た

イ
ネ
い
も
ち
病
研
究
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
ば

か
り
で
な
く
温
帯
地
域
を
対
象
と
し
た
Ｉ
Ｒ

Ｒ
Ｉ
が
進
め
る
温
帯
稲
研
究
コ
ン
ソ
ー
シ
ア

ム
（
Ｔ
Ｒ
Ｒ
Ｃ
）
や
西
お
よ
び
東
ア
フ
リ
カ

を
中
心
に
ア
フ
リ
カ
稲
セ
ン
タ
ー

（A
fricaRice

）
の
進
め
る
病
害
研
究
と
も

連
携
し
、
対
象
範
囲
を
広
げ
て
い
ま
す
。
今

後
と
も
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
は
、
国
際
研
究
機
関

と
共
同
し
な
が
ら
、
開
発
途
上
地
域
の
研
究

機
関
を
支
援
し
、
い
も
ち
病
へ
の
防
除
技
術

の
普
及
と
開
発
の
た
め
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
研
究

を
進
め
て
い
き
ま
す
。
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図2　判別システム開発のためのいもち病菌菌系の病原性評価基準と菌レース命名法
・いもち病菌菌系の病原性は、判別品種に接種してその反応を６段階のスコア―(抵抗性０－５感受性)で評価し判断します。
・判別品種は23種類の抵抗性遺伝子を対象にしており、個々の遺伝子で抵抗性と感受性の反応範囲が異なります(図２左)。
・23種の抵抗性遺伝子をもつ判別品種群と感受性品種のＬＴＨの反応パターンから、いもち病菌菌系の病原性が決定され、
かつその反応パターンから新しい菌レースの命名法を提案しています (図２右 )。
・この評価基準と命名法は、12か国語に翻訳され公開されています。

図1　三つの国際的なイネいもち病研究のネットワーク
・日本から東南アジアを中心に展開するＪＩＲＣＡＳのいもち病研究のためのネットワーク
・国際稲研究所（ＩＲＲＩ）が展開するアジアから地中海地域に展開される温帯稲研究コンソーシアム
（ＴＲＲＣ）
・アフリカ稲センター（AfricaRice）が中心となり進める、アフリカの病害研究のための連携研究
　ＪＩＲＣＡＳのほかに、国際機関のＩＲＲＩやAfricaRice も独自のイネの病害研究のための研究体制
を持っていますが、いもち病のための判別システムの導入をＪＩＲＣＡＳと共同で取り入れようとして
います。
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南
米
に
お
け
る
ダ
イ
ズ
さ
び
病
菌
の
病
原
性
変
異
の
解
析

現 

農
研
機
構 

中
央
農
業
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー（
前
：
生
物
資
源
・
利
用
領
域
）

　

赤
松　

創

ダ
イ
ズ
さ
び
病
（
以
下
、
さ
び
病
）
の
原

因
と
な
る
ダ
イ
ズ
さ
び
病
菌
（Phakopsora 

pachyrhizi

）
の
最
初
の
記
載
は
、

１
９
０
２
年
の
日
本
に
遡
り
ま
す
が
、
南
米

で
は
、
今
世
紀
に
入
る
ま
で
知
ら
れ
て
い
ま

せ
ん
で
し
た
。
２
０
０
１
年
に
、
パ
ラ
グ
ア

イ
で
本
病
害
が
発
見
さ
れ
て
か
ら
は
、
南
米

各
国
で
報
告
さ
れ
、
今
で
は
、
南
米
に
お
け

る
ダ
イ
ズ
の
重
要
病
害
に
挙
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。
国
際
連
合
食
糧
農
業
機
関
に
よ
る
と
、

ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
、
パ
ラ
グ
ア
イ

に
お
け
る
大
豆
生
産
量
は
、
世
界
全
体
の
約

50
％
を
占
め
、
３
カ
国
の
輸
出
量
は
国
際
市

場
に
流
通
す
る
大
豆
の
54
％
に
相
当
す
る
た

め
、
こ
れ
ら
の
国
々
に
お
け
る
大
豆
の
持
続

的
安
定
生
産
は
極
め
て
重
要
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
２
０
０
１
年
以
降
、

さ
び
病
が
こ
れ
ら
南
米
各
国
で
の
大
豆
安
定

生
産
上
の
大
き
な
阻
害
要
因
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ｃ
Ａ
Ｓ
は
、
現
地
で

有
効
な
抵
抗
性
遺
伝
子
又
は
抵
抗
性
品
種
を

明
ら
か
に
す
る
た
め
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
ア
ル
ゼ

ン
チ
ン
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
研
究
機
関
と
協
力

し
、
南
米
３
カ
国
の
さ
び
病
菌
の
病
原
性
の

地
理
的
及
び
経
時
的
な
変
動
を
判
別
品
種
に

お
け
る
感
染
型
の
評
価
に
基
づ
い
て
解
析
し

て
き
ま
し
た
。

ま
ず
、
さ
び
病
菌
の
病
原
性
の
評
価
法
に

つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
選
定
し
た
16
の
ダ
イ

ズ
判
別
品
種
を
24
℃
、
14
時
間
日
長
で
本
葉

３
〜
４
葉
期
に
育
成
し
、
さ
び
病
菌
夏
胞
子

懸
濁
液
を
接
種
し
ま
す
。
接
種
後
、
一
晩
湿

室
条
件
下
で
静
置
し
、
上
述
の
条
件
下
、
培

養
を
続
け
ま
す
。
２
週
間
後
、
ダ
イ
ズ
葉
上

に
形
成
さ
れ
る
病
斑
の
有
無
、
病
斑
が
形
成

さ
れ
た
場
合
の
１
病
斑
あ
た
り
の
夏
胞
子
堆

数
及
び
夏
胞
子
形
成
度
を
指
標
と
し
、
さ
び

病
に
対
す
る
各
判
別
品
種
の
反
応
を
抵
抗
性

（
赤
）、
中
間
型
（
橙
）、
感
受
性
（
青
）
の

感
染
型
に
分
類
し
ま
す
。
表
は
、
病
原
性
評

価
を
行
っ
た
南
米
の
さ
び
病
菌
61
サ
ン
プ
ル

の
う
ち
30
サ
ン
プ
ル
と
日
本
の
さ
び
病
菌
５

サ
ン
プ
ル
の
結
果
で
、
感
受
性
（
青
）
を
示

す
判
別
品
種
が
多
い
場
合
、
さ
び
病
菌
の
病

原
性
が
強
い
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

南
米
で
２
０
０
７
年
〜
２
０
１
０
年
の
３

ダ
イ
ズ
作
期
に
採
集
し
た
さ
び
病
菌
61
サ
ン

プ
ル
の
病
原
性
を
評
価
し
た
と
こ
ろ
、
同
一

の
病
原
性
を
示
す
菌
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
Ｂ
Ｓ

Ｅ
４

－

２
及
び
パ
ラ
グ
ア
イ
の
Ｐ
Ｍ
Ａ
５

－

３
、
パ
ラ
グ
ア
イ
の
Ｐ
Ｎ
Ｃ
１

－

１
及
び
Ｐ

Ｍ
Ａ
９

－

１
の
２
組
の
み
で
あ
り
、
現
地
の

さ
び
病
菌
に
は
病
原
性
変
異
が
認
め
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
各
国
の
同
一
採
集
地
で
、
異

な
る
作
期
に
採
集
し
た
さ
び
病
菌
間
に
お
い

て
も
、
病
原
性
変
異
は
検
出
さ
れ
、
作
期
間

で
、
病
原
性
の
異
な
る
菌
が
存
在
す
る
こ
と

が
示
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
南
米
で
採
集

し
た
さ
び
病
菌
の
病
原
性
を
、
日
本
で
採
集

し
た
さ
び
病
菌
と
比
較
し
た
と
こ
ろ
、
南
米

に
は
ダ
イ
ズ
判
別
品
種
に
対
す
る
病
原
性
が

極
め
て
強
い
さ
び
病
菌
が
存
在
す
る
こ
と
が

明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
本
評
価
法
で
使
用

し
た
ダ
イ
ズ
品
種
の
中
で
、
既
知
の
さ
び
病

抵
抗
性Rpp

遺
伝
子
を
保
有
す
る
判
別
品

種
７
、
10
、
12
及
び
13
、
並
び
にRpp

遺

伝
子
が
未
同
定
の
判
別
品
種
９
は
、
南
米
の

さ
び
病
菌
の
78
％
〜
96
％
に
対
し
て
抵
抗
性

反
応
を
示
し
た
こ
と
よ
り
、
こ
れ
ら
の
ダ
イ

ズ
品
種
は
、
南
米
３
カ
国
に
お
け
る
近
年
の

さ
び
病
菌
に
対
し
て
有
効
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
し
た
。

図1　南米のダイズ圃場（パラグアイ、左）、ダイズさび病菌夏胞子（中央）、及びダイズさび病感染葉（右）
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a 感染型の分類：感受性■；中間型■；抵抗性■．判別品種種子の発芽・生育不良により検定
できない場合は、グレー■で示します。

b APM: パンパ中央部 ; ANE: 北東部 ; ANW: 北西部 ; BSO: 南部 ; BSE: 南東部 ; BCW: 中央部
－西部 ; BNO: 北部 ; BNE: 北東部 ; PNC: カニンデジュ県 ; PMA: アルトパラナ県 ; PSI: イタ
プア県．番号は、各国の採集地（それぞれ 1～ 12、1～ 14、1～ 15）と採集作期（1: 
2007/08年■; 2: 2008/09年■; 3: 2009/10年■）を示します。各国の採集地番号
が同じ場合、同一採集地に由来することを意味します（複数得られている場合、採集地ごとに
黄色■で示します）。
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表1　南米で2007年～2010年に採集したダイズさび病菌の判別品種上での感染型a

判別品種
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン

作
期

ブ
ラ
ジ
ル

パ
ラ
グ
ア
イ

日
本

ダイズさび
病菌サンプル
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南
米
に
お
け
る
ダ
イ
ズ
さ
び
病
抵
抗
性
育
種

生
物
資
源
・
利
用
領
域　

山
中　

直
樹

国
内
で
消
費
さ
れ
る
大
豆
の
殆
ど
を
海
外

か
ら
の
輸
入
に
頼
っ
て
い
る
日
本
に
と
っ

て
、
国
際
市
場
に
供
給
さ
れ
る
大
豆
の
主
要

生
産
地
で
あ
る
南
米
に
お
け
る
大
豆
の
安
定

生
産
は
極
め
て
重
要
で
す
。
南
米
の
大
豆
主

要
病
害
で
あ
る
ダ
イ
ズ
さ
び
病
（
以
下
、
さ

び
病
）
に
安
定
的
に
抵
抗
性
を
発
揮
す
る
大

豆
品
種
の
開
発
は
、
さ
び
病
に
対
す
る
莫
大

な
防
除
費
用
を
軽
減
し
、
大
豆
の
生
産
性
と

そ
の
収
益
性
を
向
上
・
安
定
化
す
る
こ
と
に

貢
献
す
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、「
南
米
に
お
け
る
ダ
イ
ズ
さ
び
病
菌
の

病
原
性
変
異
の
解
析
」
で
紹
介
さ
れ
て
い
る

様
に
、
南
米
の
さ
び
病
菌
は
そ
の
病
原
性
が

多
様
か
つ
強
力
で
す
。
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で

見
つ
か
っ
て
い
る
６
つ
の
さ
び
病
抵
抗
性
遺

伝
子
（Rpp1 - Rpp6

）
を
単
独
で
導
入
す

る
抵
抗
性
育
種
で
は
、
育
成
し
た
抵
抗
性
品

種
の
安
定
性
、持
続
性
を
期
待
出
来
ま
せ
ん
。

こ
の
様
な
南
米
の
さ
び
病
菌
の
特
性
に
対
処

す
る
た
め
に
は
、
①
大
豆
の
新
し
い
さ
び
病

抵
抗
性
遺
伝
子
の
利
用
、
②
既
知
の
抵
抗
性

遺
伝
子
の
組
合
せ
、③
圃
場
抵
抗
性
（
耐
性
）

の
利
用
、
④
他
の
生
物
種
に
由
来
す
る
病
害

抵
抗
性
遺
伝
子
の
利
用
が
方
策
と
し
て
考
え

ら
れ
ま
す
。
私
達
は
南
米
の
さ
び
病
抵
抗
性

大
豆
育
種
に
向
け
て
、
こ
れ
ら
４
種
そ
れ
ぞ

れ
の
抵
抗
性
の
利
用
に
関
す
る
研
究
を
実
施

し
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
の
結
果
で
は
、
抵
抗
性

の
効
果
の
大
き
さ
や
育
種
現
場
で
の
利
便
性

か
ら
、
②
既
知
の
抵
抗
性
遺
伝
子
を
組
合
せ

て
利
用
す
る
の
が
良
い
こ
と
が
分
か
っ
た
た

め
、こ
の
方
法
に
よ
る
抵
抗
性
育
種
に
向
け
、

育
種
素
材
の
開
発
を
行
い
ま
し
た
。
具
体
的

に
は
、
こ
れ
ま
で
見
つ
か
っ
て
い
る
さ
び
病

抵
抗
性
遺
伝
子
を
そ
れ
ぞ
れ
１
つ
保
有
す
る

品
種
と
抵
抗
性
遺
伝
子
の
有
無
を
調
べ
る
こ

と
が
可
能
な
選
抜
マ
ー
カ
ー
を
利
用
し
て
、

抵
抗
性
遺
伝
子
を
２
つ
ま
た
は
３
つ
保
有
す

る
系
統
（
遺
伝
子
集
積
系
統
）
を
選
抜
・
育

成
し
ま
し
た
。
次
に
、
南
米
で
採
集
し
た
さ

び
病
菌
の
中
で
、
病
原
性
の
特
に
強
力
な
さ

び
病
菌
に
対
す
る
こ
れ

ら
育
成
系
統
の
抵
抗
性

を
評
価
し
た
と
こ
ろ
、

遺
伝
子
集
積
系
統
の
中

に
は
抵
抗
性
遺
伝
子
を

１
つ
だ
け
持
つ
元
の
品

種
よ
り
強
い
抵
抗
性
を

発
揮
す
る
現
象
が
見
ら

れ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、

大
豆
に
さ
び
病
抵
抗
性

遺
伝
子
を
複
数
導
入
す

る
こ
と
に
よ
り
、
多
く

の
さ
び
病
菌
に
対
し
て

抵
抗
性
を
発
揮
す
る
だ

け
で
な
く
、
よ
り
強
い

抵
抗
性
が
期
待
出
来
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

現
在
、
こ
れ
ま
で
育

成
し
た
遺
伝
子
集
積
系
統
の
う
ち
最
も
強
い

抵
抗
性
が
確
認
さ
れ
た
系
統
を
利
用
し
て
、

パ
ラ
グ
ア
イ
のN

ikkei-Cetapar

農
業
試

験
場
、
パ
ラ
グ
ア
イ
農
業
技
術
院
（
Ｉ
Ｐ
Ｔ

Ａ
）、
お
よ
び
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
国
立
農
牧
技
術
院
（
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ａ
）
の
３

機
関
と
さ
び
病
抵
抗
性
品
種
を
共
同
で
開
発

し
て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
私
達
が
育
成

し
た
遺
伝
子
集
積
系
統
と
現
地
の
大
豆
品
種

を
交
配
し
て
得
ら
れ
た
個
体
へ
の
現
地
の
大

豆
品
種
に
よ
る
連
続
戻
し
交
配
と
、
抵
抗
性

遺
伝
子
の
有
無
を
調
べ
る
マ
ー
カ
ー
選
抜
に

よ
り
、
現
地
の
大
豆
品
種
が
本
来
持
つ
良
好

な
特
性
を
維
持
し
な
が
ら
高
度
な
さ
び
病
抵

抗
性
を
持
つ
品
種
を
育
成
し
て
い
ま
す
。
さ

び
病
抵
抗
性
を
有
し
た
優
良
大
豆
品
種
を
育

成
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ら
の
国
々
に
お
け
る

大
豆
の
生
産
性
と
そ
の
収
益
性
が
向
上
・
安

定
化
す
る
一
助
に
な
る
と
期
待
さ
れ
ま
す
。 南米におけるダイズさび病抵抗性品種育成の概略図

パラグアイにおける連続戻し交配育種の様子
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干
ば
つ
に
強
い
遺
伝
子
組
換
え
作
物
の

開
発
に
向
け
た
国
際
共
同
研
究

生
物
資
源
・
利
用
領
域　

中
島　

一
雄

近
年
、
世
界
各
地
で
異
常
気
象
が
多
発
し

て
い
ま
す
。
特
に
干
ば
つ
は
食
料
生
産
に
大

き
な
損
失
を
与
え
て
お
り
、
干
ば
つ
に
強
い

作
物
の
開
発
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
私
た

ち
は
モ
デ
ル
実
験
植
物
の
シ
ロ
イ
ヌ
ナ
ズ
ナ

や
イ
ネ
等
を
用
い
た
研
究
か
ら
、
環
境
ス
ト

レ
ス
応
答
性
転
写
因
子
Ｄ
Ｒ
Ｅ
Ｂ
、
Ａ
Ｒ
Ｅ

Ｂ
な
ど
の
遺
伝
子
を
植
物
で
過
剰
発
現
さ
せ

る
と
、
環
境
ス
ト
レ
ス
耐
性
が
強
化
さ
れ
る

こ
と
を
、
温
室
で
の
実
験
で
明
ら
か
に
し
ま

し
た
。
こ
れ
ら
の
遺
伝
子
が
他
の
作
物
で
も

ス
ト
レ
ス
耐
性
を
強
化
で
き
る
か
、
圃
場
で

も
ス
ト
レ
ス
耐
性
を
向
上
で
き
る
か
検
証
す

る
た
め
、
海
外
の
研
究
機
関
と
の
共
同
研
究

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
本
稿
で
は
、
こ
れ

ま
で
の
国
際
共
同
研
究
状
況
の
概
要
に
つ
い

て
記
し
ま
す
。

〔
イ
ネ
・
コ
ム
ギ
に
関
す
る
研
究
〕

フ
ィ
リ
ピ
ン
の
国
際
稲
研
究
所
（
Ｉ
Ｒ
Ｒ

Ｉ
）、
コ
ロ
ン
ビ
ア
の
国
際
熱
帯
農
業
セ
ン

タ
ー
（
Ｃ
Ｉ
Ａ
Ｔ
）、
メ
キ
シ
コ
の
国
際
と

う
も
ろ
こ
し
・
小
麦
改
良
セ
ン
タ
ー (

Ｃ
Ｉ

Ｍ
Ｍ
Ｙ
Ｔ)

と
共
同
で
、D

REB1

等
の
遺

伝
子
を
水
稲
、
陸
稲
、
コ
ム
ギ
に
導
入
し
、

隔
離
圃
場
等
に
お
い
て
乾
燥
耐
性
を
評
価
し

て
い
ま
す
。
こ
の
共
同
研
究
は
２
０
０
７
年

か
ら
農
林
水
産
省
の
委
託
研
究
と
し
て
実
施

し
て
い
ま
す
。
網
室
、
雨
よ
け
施
設
、
隔
離

圃
場
に
お
け
る
乾
燥
耐
性
試
験
を
通
じ
て
、

こ
れ
ま
で
に
約
40
の
優
良
系
統
候
補
が
選
ば

れ
て
い
ま
す
。
現
在
は
、
こ
れ
ら
の
優
良
系

統
候
補
の
中
か
ら
、
途
上
国
に
お
い
て
乾
燥

耐
性
を
も
つ
系
統
を
３
カ
国
以
上
で
10
系
統

開
発
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
研
究
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

〔
ダ
イ
ズ
に
関
す
る
研
究
〕

ブ
ラ
ジ
ル
農
牧
研
究
公
社
（Em

brapa

）

大
豆
研
究
所
と
共
同
で
、D

REB1

等
の
遺

伝
子
を
ダ
イ
ズ
に
導
入
し
、
隔
離
圃
場
等
に

お
い
て
乾
燥
耐
性
を
評
価
し
て
い
ま
す
。

２
０
０
９
年
か
ら
は
Ｓ
Ａ
Ｔ
Ｒ
Ｅ
Ｐ
Ｓ
（
Ｊ

Ｓ
Ｔ
／
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
て
い
ま
す
。
既
にD

REB

、A
REB

遺

伝
子
を
導
入
し
た
ダ
イ
ズ
が
作
出
さ
れ
、
温

室
内
で
の
耐
性
向
上
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
現
在
は
圃
場
を
用
い
た
干
ば
つ
耐
性
試

験
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
世
界
の
大
豆
生

産
面
積
の
80
％
で
組
換
え
ダ
イ
ズ
が
生
産
さ

れ
て
い
る
現
状
を
考
え
る
と
、
干
ば
つ
耐
性

を
示
す
組
換
え
ダ
イ
ズ
を
開
発
で
き
れ
ば
実

用
化
さ
れ
る
可
能
性
は
非
常
に
大
き
く
、
本

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
ま

す
。〔

他
の
作
物
に
関
す
る
研
究
〕

海
外
の
研
究
機
関
と
の
共
同
研
究
に
よ

り
、
他
の
作
物
に
もD

REB

等
の
遺
伝
子

を
導
入
し
て
い
ま
す
。
イ
ン
ド
の
国
際
半
乾

燥
地
熱
帯
作
物
研
究
所（
Ｉ
Ｃ
Ｒ
Ｉ
Ｓ
Ａ
Ｔ
）

と
実
施
し
て
い
る
共
同
研
究
に
お
い
て
、

D
REB1

導
入
ピ
ー
ナ
ッ
ツ
が
乾
燥
耐
性
を

示
す
こ
と
が
、
温
室
だ
け
で
な
く
圃
場
試
験

に
お
い
て
も
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
サ
ト
ウ

キ
ビ
で
も
温
室
内
で
良
好
な
結
果
が
得
ら
れ

て
お
り
、
今
後
の
研
究
が
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。今

後
は
、
更
に
多
く
の
種
類
の
作
物
へ
の

遺
伝
子
導
入
や
圃
場
試
験
の
実
施
が
計
画
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
国
際
共
同
研
究
に

よ
っ
て
開
発
さ
れ
た
作
物
の
利
用
に
よ
り
、

異
常
気
象
が
頻
発
す
る
中
に
お
い
て
も
農
業

生
産
が
安
定
化
し
、
食
料
が
持
続
的
に
供
給

さ
れ
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

写真１　IRRI における組換えイネの干ばつ耐性試験
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ア
ブ
シ
シ
ン
酸
と
植
物
の
ス
ト
レ
ス
耐
性

生
物
資
源
・
利
用
領
域　

藤
田　

泰
成

世
界
の
作
物
生
産
の
被
害
の
う
ち
約
70
％

は
、
干
ば
つ
や
塩
害
、
高
温
や
低
温
・
凍
結

な
ど
の
（
非
生
物
的
な
）
環
境
ス
ト
レ
ス
が

原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
は
、
気
候
変

動
が
ま
す
ま
す
激
し
く
な
っ
て
お
り
、
特
に

干
ば
つ
と
高
温
が
コ
ム
ギ
や
ト
ウ
モ
ロ
コ

シ
、
ダ
イ
ズ
な
ど
の
主
要
穀
物
の
生
産
に
深

刻
な
被
害
を
与
え
て
い
ま
す
。
環
境
ス
ト
レ

ス
の
中
で
も
、
干
ば
つ
は
、
植
物
の
生
育
や

生
産
性
に
特
に
重
大
な
影
響
を
与
え
て
お

り
、
耕
作
地
の
大
半
は
、
干
ば
つ
の
被
害
を

受
け
や
す
い
地
域
で
あ
る
こ
と
も
わ
か
っ
て

き
ま
し
た
。

植
物
ホ
ル
モ
ン
の
ア
ブ
シ
シ
ン
酸

（A
bscisic acid: A

BA

）
は
、
植
物
が
干

ば
つ
な
ど
の
水
分
ス
ト
レ
ス
を
克
服
し
て
い

く
上
で
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す

（
図
１
）。
Ａ
Ｂ
Ａ
は
、
ス
ト
レ
ス
ホ
ル
モ
ン

と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
植
物
細

胞
中
の
水
分
が
減
少
す
る
時
に
蓄
積
さ
れ
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
干
ば
つ
な
ど
の

乾
燥
ス
ト
レ
ス
を
受
け
た
時
、
あ
る
い
は
果

実
や
種
子
の
成
熟
や
種
子
の
休
眠
過
程
に
お

い
て
細
胞
内
の
Ａ
Ｂ
Ａ
が
蓄
積
さ
れ
ま
す
。

植
物
細
胞
の
水
分
レ
ベ
ル
が
低
下
し
て
く

る
の
に
と
も
な
い
、Ａ
Ｂ
Ａ
濃
度
は
上
昇
し
、

そ
れ
を
感
知
し
た
Ａ
Ｂ
Ａ
受
容
体
は
、 

Ａ
Ｂ

Ａ
と
結
合
し
、
さ
ら
に
タ
ン
パ
ク
質
脱
リ
ン

酸
化
酵
素
２
Ｃ
（
Ｐ
Ｐ
２
Ｃ
）
と
も
結
合
し

て
Ａ
Ｂ
Ａ

－

Ａ
Ｂ
Ａ
受
容
体

－

Ｐ
Ｐ
２
Ｃ
複

合
体
を
形
成
し
ま
す
。
こ
の
複
合
体
が
形
成

さ
れ
る
と
、
そ
れ
ま
で
Ｐ
Ｐ
２
Ｃ
に
よ
っ
て

活
性
が
抑
え
ら
れ
て
い
た
タ
ン
パ
ク
質
リ
ン

酸
化
酵
素
Ｓ
ｎ
Ｒ
Ｋ
２
が
活
性
化
さ
れ
、
Ｓ

ｎ
Ｒ
Ｋ
２
は
、
さ
ら
に
下
流
に
あ
る
Ａ
Ｒ
Ｅ

Ｂ
や
Ａ
Ｂ
Ｉ
５
な
ど
の
転
写
因
子
あ
る
い
は

Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｃ
１
な
ど
の
気
孔
の
細
胞
膜
に
あ
る

イ
オ
ン
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
活
性
化
し
ま
す
。
活

性
化
さ
れ
た
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｂ
は
、
干
ば
つ
時
の
ス

ト
レ
ス
応
答
に
関
わ
る
遺
伝
子
を
活
性
化
さ

せ
、
植
物
細
胞
を
保
護
し
、
生
育
を
制
御
し

ま
す
。
ま
た
、
Ａ
Ｂ
Ｉ
５
は
、
種
子
休
眠
な

ど
を
促
進
し
、
Ｓ
Ｌ
Ａ
Ｃ
１
な
ど
の
イ
オ
ン

チ
ャ
ン
ネ
ル
は
、
乾
燥
ス
ト
レ
ス
時
の
気
孔

閉
鎖
を
促
進
し
ま
す
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
こ
の
よ
う
な
Ａ
Ｂ
Ａ

に
よ
る
シ
グ
ナ
ル
伝
達
系
の
活
性
化
メ
カ
ニ

ズ
ム
は
、
オ
ー
キ
シ
ン
や
エ
チ
レ
ン
な
ど
の

ほ
か
の
植
物
ホ
ル
モ
ン
と
は
異
な
り
、
陸
上

植
物
の
み
に
特
徴
的
に
み
ら
れ
ま
す
。
植
物

は
、
お
よ
そ
５
億
年
前
に
水
中
か
ら
陸
上
に

上
が
っ
て
き
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

Ａ
Ｂ
Ａ
シ
グ
ナ
ル
伝
達
系
は
、
植
物
が
陸
上

に
上
が
る
、
す
な
わ
ち
水
の
な
い
乾
燥
し
た

環
境
に
適
応
す
る
た
め
に
獲
得
し
て
き
た
シ

グ
ナ
ル
伝
達
系
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
後
の
気
候
変
動
に
対
処
で
き
る
ス
ト

レ
ス
耐
性
作
物
を
開
発
し
て
い
く
た
め
に
、

過
去
に
植
物
が
大
き
な
環
境
変
動
に
適
応
し

て
き
た
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
知
る
こ
と
は
、
な
に

よ
り
の
重
要
な
手
掛
か
り
と
な
る
で
し
ょ

う
。わ

れ
わ
れ
は
、
ス
ト
レ
ス
応
答
や
耐
性
の

メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
過
程

で
、
そ
れ
に
関
わ
る
遺
伝
子
を
数
多
く
同
定

し
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
は
、
比
較
的
初

期
に
同
定
さ
れ
た
Ａ
Ｒ
Ｅ
Ｂ
な
ど
の
転
写
因

子
に
関
し
て
の
応
用
研
究
が
行
わ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
今
後
は
最
近
発
見
さ
れ
た
上
流
の

シ
グ
ナ
ル
関
連
遺
伝
子
を
活
用
し
た
ス
ト
レ

ス
耐
性
作
物
の
開
発
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
植

物
の
ス
ト
レ
ス
耐
性
遺
伝
子
の
力
を
十
分
に

活
か
す
た
め
に
は
、
遺
伝
子
工
学
的
な
手
法

に
と
ど
ま
ら
ず
、
育
種
学
的
な
方
法
論
も
組

み
合
わ
せ
た
新
し
い
タ
イ
プ
の
ス
ト
レ
ス
耐

性
作
物
の
開
発
技
術
の
確
立
が
必
須
に
な
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

図1　乾燥ストレス応答におけるコアＡＢＡシグナル伝達系のモデル図
 植物細胞の水分レベルの低下によりABA濃度が上昇し、
 ABAシグナル伝達系が活性化されます。
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〇研究成果の紹介（プレスリリース）
熱帯アジアの稲の収量を増加する遺伝子を発見
－DNAマーカー育種によりインド型品種の増収が可能に －
独立行政法人国際農林水産業研究センター（JIRCAS）は、国際稲研究所（IRRI）、農研機構作物研究所及び首
都大学東京と共同で、大きな穂を持つインドネシアの在来イネから、熱帯イネ品種の収量を13-36％増加させる
遺伝子(SPIKE) を世界で初めて明らかにしました。この遺伝子を識別できるDNAマーカーを用いた効率的な選
抜で、交配育種によりインド型品種の収量性を向上させることができます。東南・南アジアなどインド型品種を栽
培している熱帯の開発途上地域での食料安定供給に貢献することが期待されます。
この成果は平成25年 12月 2日付けで「PNAS（米国科学アカデミー紀要）」（オンライン版）に掲載されま

した。

＊ＤＮＡマーカー育種
有用遺伝子のゲノム上の存在位置の目印となるＤＮＡ配列がＤＮＡマーカーであり、その目印を利用した交配育
種をＤＮＡマーカー育種といいます。

〇 JIRCASメールマガジンの配信
JIRCASは、当センターの活動を少しでもご理解いただくために、メールマガジンの配信を行なっております。

最新のトピックス、新しい技術や研究成果の紹介、各種イベント・セミナーの情報等をお知らせしています。
メールマガジンは、JIRCASホームページから簡単にご登録いただけます。
（http://www.jircas.aff rc.go.jp/koho/mailmaga_index.html）
ご登録の際は、ホームページの「メールマガジン受信環境」をご確認願います。

〇 JIRCASサイエンスカフェの開催
JIRCASの活動や研究者のこれまでの取組について情報発
信するために、JIRCASサイエンスカフェを開催しておりま
す。サイエンスカフェでは、皆様に農業試験研究の取り組み
をご理解いただくために、研究者が専門分野の話題などをわ
かりやすくお話いたします。
平成 26 年度のサイエンスカフェ開催については、
JIRCASホームページ又はメールマガジンでお知らせします
ので、お気軽にご参加ください。

図　インド型品種 IR64におけるSPIKEの効果
インド型品種 IR64に、収量増加に関する遺伝子（SPIKE）を交配育種により導入した系統（写真A: 
IR64+SPIKE）では、一穂あたり籾数が増加し（写真B）、葉の幅が大きくなりました（写真C）。

平成25年度第３回 JIRCASサイエンスカフェ
「タイ王国、香り米と茶豆 - なぜ香りがするのかを探る」

（平成26年1月30日、東京農業大学内カフェテリアにて開催）
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〇2014年若手外国人農林水産研究者表彰における候補者の募集開始
「若手外国人農林水産省研究者表彰」に関して、今年度表彰の候補者募集が始まりました。
本事業は、農林水産省農林水産技術会議が主催し、JIRCASが協賛するもので、開発途上地域の農林水産業及
び関連産業に関する研究開発に優れた功績をあげている若手外国人研究者又は将来の技術革新等につながる優れた
功績をあげつつある若手外国人研究者を表彰するものです。
詳しくは、JIRCASのホームページ（http://www.jircas.aff rc.go.jp/index.html）をご覧ください。
なお、募集期間は、平成26年6月13日（金）までとなっていますので、ご注意願います。

≪2014年　若手外国人農林水産研究者表彰　募集要項（抜粋）≫
１．目的

農林水産省農林水産技術会議が主催し、独立行政法人国際農林水産業研究センター (JIRCAS) が協賛する本表彰は、日本
が行う開発途上地域の農林水産業及び関連産業に関する研究開発に貢献する若手の外国人研究者の一層の意欲向上に資する
ことを目的とする。そのため、優れた功績をあげている若手の外国人研究者又は将来の技術革新等につながる優れた研究業
績をあげつつある若手の外国人研究者に対して、本賞を授与する。

２．表彰対象となる研究分野
開発途上地域の農林水産業及び関連産業に関する研究全般を対象とし、食品産業分野、環境分野、森林・林野分野及び海

洋・水産分野も含まれる。また、基礎的な研究分野や社会経済的な研究分野も対象とする。

３．表彰の対象者
2014年の1月1日時点において40歳未満であり、かつ、海外の研究機関又は大学に所属し、開発途上地域の農林水

産業及び関連産業に関する研究開発の業務に従事する、外国の国籍を有する個人であって、次の各号の一に該当する者とす
る（注： 過去に受賞を逃した者の再応募は妨げない）。

 (a)　開発途上地域の農林水産業及び関連産業の研究開発に優れた功績があり、将来が大きく期待される者
 (b)　開発途上地域の農林水産業及び関連産業の研究開発の業務において、将来の技術革新等につながる優れた    研究業績が
あり、将来が大きく期待される者

なお、表彰の対象者は、2014年 11月中に日本で開催予定の表彰式及び成果発表会への出席が可能な者であることとする。

４．表彰の内容
受賞者には、農林水産省農林水産技術会議会長から賞状を授与する。
また、独立行政法人国際農林水産業研究センター（JIRCAS）から奨励金（1名につき5千米ドル）を授与するとともに、

表彰及び日本における成果発表のために日本に招へいする。

５．申請方法
申請書類は「若手外国人農林水産研究者表彰申請書類作成要領」に従って作成し、推薦研究機関が郵送で提出する。また、

選考会準備のため、ワープロソフトで作成した電子ファイルを推薦研究機関が電子メール添付でも提出する。
推薦研究機関からの推薦は、支所も含めて1名に限るものとする。
1研究機関から2名以上の推薦があった場合、事務局から各機関に対し候補者を1名に絞るよう要請し、事務局が指定

した期限までに回答がない場合は、当該機関からの全ての申請を審査の対象から除外する。
申請書類とともに、候補者の業績内容を確認できる資料（最も重要な研究論文3編及びその他の技術解説書等）と候補

者の研究に直接関連のある出版物全てのリストを提出すること。
申請書類記載事項において、本要項の記載事項及び所定の様式を満足しない場合、又は不実、虚偽の記載の事実等があっ

た場合は、審査の対象から除外する。

６．申請から表彰までの日程
推薦機関からの申請書類提出期限 2014年 6月13日（金）
候補者選考 2014年 9月
受賞者決定 2014年 10月
表彰の実施 2014年 11月
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